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平成２９年１１月３０日 

開南幼稚園  永森 加奈 

 

“ベネッセ教育研究所が3月に東京、神奈川、千葉、埼

玉の首都圏に住む生後６ヶ月～6 歳児がいる母親 3400

人を対象にネットで実施した調査結果が出た。スマホを

持っていた９２．４％の中で、「子どもは家庭で 1 週間あた

りどれくらい見たり使ったりしているか」を尋ねたところ、

「ほとんど毎日」と答えた０歳児の親は２０％（前回３．

５％）いた。親が手を離せない時などに乳幼児にスマホで

遊ばせる「スマホ育児」が急速に浸透しているようだ。” 

 （２０１７．１０．２５ 朝日新聞掲載より 抜粋） 

この数字を見てどう感じましたか?低年齢の子どものイ

ンターネット使用も年々増加し、スマホの子ども社会への

広がりが一層顕著になっています。中高生のネット依存も

深刻化しています。スマホやネットの過剰使用が学力に

悪影響を及ぼしていることも調査研究から明らかになって

います。便利さの裏側に危険性が潜んでいることを認識

してください。 

「子どもを不幸にする確実な方法は いつでも、何でも 

手に入れられるようにしてやることである。（ﾙｿｰ）」 

 

園庭の木々の葉もすっかり冬支度になりました。春に向

け準備を、落葉直後の寒い冬から着実にしている植物って

すごいなと、毎年この時期思います。 

天気のよいある日、園庭で見つけた幼虫を図鑑で調べた

いと、葉っぱについた卵を持って図書室に来た Y くん。なか

なか見つからず夢中になって調べていましたが、結局わか

らなく、家に持ち帰ることに。お母さんによると、Y くん以前

は虫があまり得意ではなかったそうです。調べることが大好

きなことが虫に対する好奇心を呼んだのでしょう。先入観を

持たずに接することが大事だと思いました。 

子どもたちがいろいろな経験をすることが少なくなってい

る現在、自分の目で見たり、手で触ったり、においをかいだ

り五感で経験した上で、図鑑や絵本で確認、再認識すると

いうことを大切にしていきたいと思います。子どもの「これは

なんだろう？」「おもしろそう！」という気持ちを引き出すに

は、たくさんの発見ができるきっかけ作りをしていきましょ

う。時にはお父さん、お母さんも子ども目線になっていろい

ろなことを見てください。子どもが興味のあることに、親が共

感すると、子どもは嬉しいものです。そしてもっと知りたい、

教えたいという気持ちに発展します。お子さんと一緒に行動

できる幼少期に、このような経験をたくさんしてください。外

を歩くと、寒い季節ならではの楽しい発見がたくさんありま

す。ぜひ、お子さんと手をつないでお散歩してください。 

 

終業式の日に 2 冊貸し出します。3 学期の始業

式の日に忘れずに返却してください。 

返却を忘れると、次回貸出しは出来ませんので

どうぞ、保護者の方のご協力をお願いいたします。 

 

 

１１月２２日（水）１０時半より７名のお母様と和気藹々と

行いました。始めに絵本「６さいのきみへ」（佐々木正美 

文 佐竹美保 絵）を読みました。子育てしている日常で、

こんなことある！と思う時の子どもの気持ちが後に書いて

あります。忙しく余裕がない時つい子どもに言ってしまう

言葉を発する前に、ちょっと思い出したい一冊です。 

今回は“お悩み相談会”。好評につき、次回も同じテー

マで行いますのでどうぞいらしてください。悩みは、話して

誰かに聞いてもらい、共感してもらうことで半分は解決す

るそうです。おはなししましょ！でお母様自身がすっきりし

て笑顔になれる場になればと思っています。 

次回 １２月２０日（水） １０時半～ 

おはなししましょ! 

ぱれっとさん おたのしみ会 

「森のクリスマス」       ﾊﾟﾈﾙｼｱﾀｰ 

「おおきなかぶ」       ﾍﾟｰﾌﾟｻｰﾄ 

1２月７日（木）10 時半より、読み聞かせボランティア 

「ぱれっとさん」のおたのしみ会をホールで行います。子

どもたちと一緒にお話しを楽しみましょう。どうぞ保護者の

方もいらしてください。 

衝撃の数字・・・・ 

なんだろう？を大切に！ 


